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の時間 -空間情報を統合するために、血流動態解析で用いられる psychophysiological 
interaction（PPI）解析に EEGの情報を組み込んだ新たな解析手法を提案している。まず、EEG特
徴量の大きさと生起タイミングの情報から、EEG 特徴量の変化と相関する血流動態モデルを作成
























本論文の特色は、時間分解能に優れる EEG と空間分解能に優れる NIRS を同時計測することで、
高い時間-空間分解能による脳内情報処理プロセスの解明を図った点である。脳は、その部位ごと
に異なる機能を担っており、それら脳領域の機能的ネットワークによって認知機能が表現される
と考えられている。しかし、従来の EEGまたは NIRSによる単独計測では、時間および空間情報に
おいて一方の粒度が粗く、詳細な脳内情報処理プロセス解明のためには計測・解析技術の発展が
望まれていた。本論文は、EEG—NIRS同時計測における時間-空間情報を統合する新たな情報処理解
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析手法を示した点で独創的であり、今後の発展性が大いに期待できる。 
 
６ 論文の評価 
本論文で議論している「運動意図」と「運動主体感」は、運動の脳内情報処理の解明を目指す
上で重要なテーマである。しかしながら、従来の脳機能計測手法では時間または空間分解能の制
限から、これらの処理を反映する特徴量や関与する脳領域の推定に留まっていた。本論文では、
EEGと NIRSを同時計測して時間情報と空間情報を補完し、運動準備電位が運動前野の活動と関連
していることや、感覚間矛盾の検知を示すγ-ERS が頭頂葉の活動へ影響を与えていることなど、
より詳細な情報処理プロセスを示すに至っている。この研究成果は、運動の脳内情報処理に関す
る研究を大きく進展させるものであると同時に、EEG-NIRS同時計測による脳内情報処理解析が認
知科学研究の有効な手法になり得ることを示している。これらの２つの面で認知脳科学の研究分
野に貢献する点で、本研究は高く評価できる。 
また本研究の知見は、義手などの運動機能を代替する BMI システムへの応用が期待できる。本
論文で示した運動準備電位と運動前野の活動の相関性は、BMI における運動意図の早期検出に貢
献し得る知見である。また、運動主体感低下の際のγ-ERSと頭頂葉の活動は、口頭での報告が困
難である義手の操作性を定量的に評価する指標として利用可能である。このように、BMIシステム
における操作性の向上およびその評価法の確立に本研究の知見は大きく貢献することが期待でき、
その工学的応用可能性は評価に値する。 
本論文は以上に述べたように、EEG-NIRS同時計測による運動の脳内情報処理に関する知見なら
びに新たな脳機能計測手法の提案、およびその工学的応用可能性を提示する優れた論文であると
評価できる。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は、理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり、
本学学位規程の手続きに従い、審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので、博
士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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